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薬事情報センターからのお知らせ 
 

○熱中症予防の普及啓発・注意喚起について 

 

 日本薬剤師会を通じて厚生労働省医薬局総務課より薬局等における熱中症予防対

策の啓発等について周知依頼がありました。 

 厚生労働省では、熱中症予防を広く国民に呼びかけるために、多言語によるリーフ

レット、障害がある方へのリーフレット及び職場におけるリーフレットを作成されて

います。 

 

○厚生労働省ホームページ熱中症関連情報 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/ 

 
「熱中症診療ガイドライン２０２４」 

https://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/nettyuu/nettyuu_tais

aku/pamph.html#pamph05 

 
○職場における熱中症予防ポータルサイト 

「学ぼう！備えよう！職場の仲間を守ろう！職場における熱中症予防情報」 

https://neccyusho.mhlw.go.jp/ 

 
○環境省「熱中症予防情報サイト」 

https://www.wbgt.env.go.jp/ 
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○経口補水液について 
 
 経口補水液とは？  

 経口補水液は、脱水症のための食事療法として世界保健機関（ＷＨＯ）が提唱する

「経口補水療法」に用いる病者用の飲み物です。 
 経口補水液には、「特別用途食品」という国の制度で決められたマークがついてい

ます。 
 経口補水液は、脱水時に体内から失われた水と電解質を小腸で素早く吸収できるよ

うに、水・電解質・ブドウ糖等で構成されており、各成分の配合割合が決められてい

ます。 
 日常的に使用するのではなく、感染性胃腸炎による下痢・嘔吐に伴う脱水時の水・

電解質の補給のために使用します。 
 
 特別用途食品  

 健康増進法に基づき、国の許可を得て、乳児の発育や、嚥下困難者、病者等の健康

の保持・回復などに適する特別の用途について表示をした食品です。 
 
経口補水液の正しい使い方 
 Ｑ１．スポーツドリンクと何が違うの？  

 スポーツドリンクと見た目が似た飲み物ですが、経口補水液はスポーツドリンクよ

りもナトリウムやカリウムが約３～４倍多く含まれます。 
 
 Ｑ２．暑い日や運動時等、普段の水分補給として使えるの？  

 一般的なスポーツドリンクなどの清涼飲料水よりもナトリウムやカリウムの量が

多いため、脱水状態でない方が普段の水分補給として飲むものではありません。経口

補水液は、医師や管理栄養士等と相談し、指導に沿って使用しましょう。 
 
 Ｑ３．食事制限がある人も飲んでいいの？  

 ナトリウムやカリウムの摂取量を制限されている方では、飲み方を誤ると健康に大

きな問題を引き起こす恐れがあるので、使用前に必ず医師に相談しましょう。また、

ナトリウムやカリウム以外に糖質も含まれているため、医師から糖質の摂取量の制限

を指示されている場合も注意が必要です。 
 
 Ｑ４．熱中症の時に飲んで良いの？  

 脱水を伴う熱中症にも効果がある経口補水液もあるので、パッケージの表示をよく

確認しましょう。 
 

（消費者庁ホームページより引用） 
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〇感染症情報について 
 
 やまなし感染症ポータルサイトにより２０２５年第２９週（７月１４日～７月２０

日）の情報が公開されました。 
 

【新型コロナウイルス感染症】 

 新型コロナウイルス感染症は全県で定点あたり３．７１（１３０人）と、先週の３．

２０に比べ微増しました。特に中北地域では定点あたり６．５０と多い傾向にありま

す。年齢別では先週に比べ高齢者での報告が若干増加しています。下水からの新型コ

ロナウイルスＲＮＡ濃度も前週に比べ２．１６倍と増加しています。このことから、

今後当県でも持続的に本ウイルスによる感染者が増加していくと予想されます。 

 

【伝染性紅斑】 

 伝染性紅斑はヒトパルボウイルス

Ｂ１９による感染症です。患者数は

比較的多い状況が続いています。定

点あたりの新規患者数は１．６２（３

４人）でした。 

 

 

 

【百日咳】 

 前週の報告では１週間で２４件の

報告があり、多い状態が続いていま

す。 

 

 

 

 
山梨県ホームページより引用定点情報（２０２５年第２９週:７月１４日～７月２０日） 

感染予防のために 
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○定期購読から 

 
定期購読から 
薬事情報センターで定期購読している雑誌の目次を一部掲載したものです。 
貸し出し、ＦＡＸ、コピー等はできませんので、事務局にて閲覧をお願いします。 
               月刊薬事 2025 Vol.67No.9 
               【特集】短期集中！在院日数短縮時代にどう適正化する？ 
                  動脈硬化性疾患患者への療養支援ガイド 
                ・動脈硬化性疾患のリスク因子へのアプローチ 
                ・短期集中！入院中の療養支援 
                 他職種連携のポイント 
                ・患者背景に応じた個別対応 
                ・実践！フォローアップ 
               ◇精神科のおくすり事情 
                ・電車で突然の不安感に襲われた女子大生―パニック症の処

方箋 
                  
 
 
               調剤と情報 2025 Vol.31No.9 
               【特集】薬剤師なら知っておきたい 
                   はたらく肝臓 
                ・薬剤師なら知っておきたい肝臓の薬学基礎編 
                 ・肝臓の生理学 
                 ・肝機能障害と肝機能低下との違いについて 
                 ・肝臓における薬物代謝と体内動態 
                 ・胆汁酸の科学 
                ・肝臓の病気と薬物代謝への影響編 
               【今月の話題】 
                ・薬機法等の改正について 
 
 
 
               薬局 2025 Vol.76No.8 
               【特集】スペシャリスト厳選！定番ベスト漢方薬 
                  教えて！鉄板・新定番・大穴処方 
                ・スペシャリストの「自家薬籠中の漢方薬」をしる・いかす・

つなぐ 
                 ・診療ガイドラインに掲載される新定番の漢方薬 
                  ―抑肝散の場合― 
                ・鉄板処方の理由、教えます！スペシャリストが選ぶ定番漢

方薬 
                 ・循環器領域、呼吸器領域、消化器内科領域、産婦人科領

域、整形外科領域、ペイン領域、膠原病領域、精神科領

域、がん治療領域―副作用対策―、周術期領域、小児科

領域 etc 
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○「動画でわかるバイオ医薬品」の公開について 
 

 一般社団法人くすりの適正使用協議会では、病院薬剤師からの要望を受け、患者さ

ん・一般向けの啓発動画「動画でわかるバイオ医薬品」が作成され、くすりの適正使

用協議会ホームページにて無料公開されております。 

 バイオ医薬品は、病院、薬局からの持ち帰りの際や家庭での保管にも注意が必要で

あり、特徴的な副作用もあるなど、初めて使用する際には理解しておきたいことがあ

ります。動画を活用し適正使用にご活用ください。 

 
くすりの適正使用協議会ホームページ＞プレスリリース＞２０２５年６月１１日付患者さん・一

般の方向け啓発動画“動画でわかるバイオ医薬品”を公開 

（https://www.rad-ar.or.jp/release/post?id=40185ecc633231386c00008e） 
 

 
 

 

 
 
○薬局ヒヤリ・ハット事例収集・分析事業について 
 
 医療安全対策委員会では、標記事業の参加登録の推進を行っております。共有すべ

き事例２０２５年Ｎｏ.５が公開されています。 

日本医療機能評価機構ホームページからご覧いただけます。 

（http://www.yakkyoku-hiyari.jcqhc.or.jp/） 
 参加登録及び事例報告をお願いいたします。 

 

共有すべき事例 ２０２５年Ｎｏ.５ 
事例 1 調剤に関する事例【名称類似薬の取り違え】 

事例 【事例の詳細】 

 患者にフルナーゼ点鼻液５０㎍５６噴霧用が処方され、患者は後発医薬品

を希望した。薬剤師Ａはフルチカゾンプロピオン酸エステル点鼻液５０㎍

「トーワ」５６噴霧用を調製するところ、アラミスト点鼻液２７．５µg５６

噴霧用の後発医薬品であるフルチカゾンフランカルボン酸エステル点鼻液２

７．５µｇ「トーワ」５６噴霧用を調製した。鑑査を行った薬剤師Ｂが、薬剤

の取り違えに気付き、調製し直した。 

【背景・要因】 

 フルナーゼ点鼻液５０㎍５６噴霧用は、当薬局では取り扱う機会が少ない

薬剤であった。調製した薬剤師Ａは知識不足により、有効成分が異なる別の

後発医薬品を調製した。当薬局では、名称類似薬の取り違えを防止するた

め、名称が類似する薬剤の一覧表を作成しているが、フルチカゾンフランカ

ルボン酸エステル点鼻液２７．５µg「トーワ」５６噴霧用を新たに採用した

際に、一覧表を更新していなかった。 

【薬局から報告された改善策】 

 名称が類似する薬剤について定期的に確認を行い、薬局内の職員に周知す

ることとした。 
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その他の情報 先発医薬品名 フルナーゼ点鼻液５０μg

５６噴霧用 

アラミスト点鼻液２７．５

μg５６噴霧用 

有効成分 フルチカゾンプロピオン酸

エステル 

フルチカゾンフランカルボ

ン酸エステル 

効能又は効果 アレルギー性鼻炎 血管運

動性鼻炎 

アレルギー性鼻炎 

用法・容量 成人は、通常1回各鼻腔に

１噴霧（フルチカゾンプロ

ピオン酸エステルとして５

０μg）を１日２回投与す

る。なお、症状により適宜

増減するが、１日の最大投

与量は、８噴霧を限度とす

る。 

成人には、通常１回各鼻腔

に２噴霧（１噴霧あたりフ

ルチカゾンフランカルボン

酸エステルとして２７．５

μgを含有）を１日１回投

与する。小児には、通常１

回各鼻腔に１噴霧（１噴霧

あたりフルチカゾンフラン

カルボン酸エステルとして

２７．５μgを含有）を１

日１回投与する。 

（２０２５年４月１８日現在） 

事例のポイン

ト 

・薬剤を採用する際は、すでに採用している薬剤と名称が類似していないか

確認し、取り違えが起きそうな組み合わせがあれば、薬剤棚への注意喚起

の表示、薬局職員への情報提供などを行い、薬剤の取り違えを防止するた

めの対策を講じることが重要である。 

・本事例の背景・要因には、名称が類似する薬剤の一覧表の更新に漏れがあ

ったことが挙げられている。薬局内で医薬品情報の収集・管理を行う担当

者を決め、情報を常に最新の状態にアップデートする体制を構築すること

は、薬剤の取り違えを防止するうえで有用である。 

・先発医薬品から後発医薬品に変更して調剤を行う場合、処方箋に記載され

た薬剤とは名称の異なる薬剤を調製するため、薬剤の取り違えが起きやす

い。正しい薬剤を取り揃えるための具体的な手順を定め、遵守することが

重要である。 

 

 

事例２ 疑義照会・処方医への情報提供に関する事例【配合変化】 
事例 【事例の詳細】 

 １０歳代の女性患者が、尋常性ざ瘡の治療のため皮膚科を受診し、ゼビア

ックスローション２％とベピオゲル２．５％が処方された。処方箋には、２

剤を１日１回、同一部位に重ねて塗るよう指示されていた。ゼビアックスロ

ーション２％と過酸化ベンゾイル製剤であるベピオゲル２．５％を重ねて塗

布すると黄色に変色することがあるため、薬剤師は処方医に疑義照会を行っ

た。その結果、ゼビアックスローション２％は朝に塗布、ベピオゲル２．

５％は夜に塗布に変更となった。 

【推定される要因】 

 ゼビアックスローション２％の添付文書が２０２４年１月に改訂され、適

用上の注意に「本剤は過酸化ベンゾイル製剤と重ねて塗布すると黄色に変色

することがあるため、皮膚や衣服等への着色に注意すること」と記載され

た。処方医は、この添付文書の改訂を失念していたと思われる。 

【薬局での取り組み】 

 添付文書が改訂された際は、その内容を確認する。 

その他の情報 ゼビアックスローション２％/油性クリーム２％の医薬品インタビューフォー

ム 

２０２５年５月改訂（第９版）（一部抜粋） 

Ⅷ.安全性（使用上の注意等）に関する項目 
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１１.適用上の注意 

 

 

 

 

 

 

（解説） 

１４.１.２本剤の製造販売承認後に塗布部位が黄色に変色したとの副作用報

告が集積され、いずれの症例も過酸化ベンゾイル製剤が併用されていた。ま

た、社内試験においても本剤と過酸化ベンゾイル製剤を混合すると黄色に変

色することが確認されている。副作用報告は過酸化ベンゾイル製剤との重ね

塗りによる本剤の変色によるものと考えられたため、皮膚や衣服等への着色

について注意喚起した。本剤と過酸化ベンゾイル製剤を併用する場合は、混

合又は重ね塗りを避け、夜に過酸化ベンゾイル製剤、朝に本剤と使い分ける

など塗布していた製剤を洗顔で除去後にもう一方の製剤を塗布すること。 

事例のポイン

ト 

・ゼビアックスローション２％/油性クリーム２％は２０２４年１月に添付文

書が改訂され、過酸化ベンゾイル製剤との重ね塗りにより変色が起こり、

皮膚や衣服等へ着色することについて注意喚起が行われた。 

・本事例は、ゼビアックスローション２％/油性クリーム２％の添付文書に適

用上の注意が追加されたことを把握していた薬剤師が、処方医に疑義照会

を行った事例である。薬剤師は、日頃から情報収集を行い、最新の添付文

書に基づいて調剤を行うことが重要である。 

・添付文書の改訂情報を入手するには、薬剤の外箱に表示されているバーコ

ードを読み取って電子化された添付文書や関連文書を閲覧すること、独立

行政法人医薬品医療機器総合機構が提供する医薬品医療機器情報配信サー

ビス（ＰＭＤＡメディナビ）※に登録してメールで受け取ることなどが有

用である。 
※医薬品医療機器情報配信サービス（ＰＭＤＡメディナビ）（参照２０２５年４月１

日） 

 

 

事例３ 一般用医薬品等に関する事例【不適切な販売の回避（現病歴）】 
事例 【事例の詳細】 

 糖尿病の治療をしている４０歳代の患者が薬局を訪れ、鼻水が止まらない

ため鼻炎用内服薬が欲しいと薬剤師に相談した。患者は新コンタック６００

プラスｓを希望したが、当該製品は糖尿病の診断を受けた人は服用できない

ため、薬剤師は他の一般用医薬品を紹介し、販売した。 

【背景・要因】 

 新コンタック６００プラスsはプソイドエフェドリンを含む一般用医薬品で

ある。プソイドエフェドリンを含む一般用医薬品は、糖尿病の診断を受けた

人は服用できない。 

【薬局から報告された改善策】 

 新コンタック６００プラスsの他にもプソイドエフェドリンを含む一般用医

薬品があるため、プソイドエフェドリンを含む一般用医薬品をリストアップ

し、販売する際に確認する。 

その他の情報 新コンタック６００プラスs（指定第２類医薬品）の添付文書（一部抜粋） 

 使用上の注意 

 ■してはいけないこと 

 （守らないと現在の症状が悪化したり、副作用・事故が起こりやすくなり

ます） 

 １.次の人は服用しないでください 

１４.適用上の注意 
１４.１薬剤使用時の注意 
１４.１.２本剤は過酸化ベンゾイル製剤と重ねて塗布すると黄色に変色

することがあるため、皮膚や衣服等 への着色に注意すること。 
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 （３）次の診断を受けた人。 

    高血圧、心臓病、甲状腺機能障害、糖尿病 

事例のポイン

ト 

・プソイドエフェドリンは交感神経を刺激し、肝臓のグリコーゲンの分解を

促進することで血糖値を上昇させる作用があるため、糖尿病の患者が服用

すると血糖コントロールが乱れ、病状が悪化する可能性がある。 

・プソイドエフェドリンを含有する一般用医薬品は、新コンタック６００プ

ラスsの他に、アレグラＦＸプレミアム、パブロンセレクトＮ、ベンザブロ

ックＬなどがある。不適切な販売を回避するため、特定の背景を有する患

者が使用できない要指導医薬品や一般用医薬品を取りまとめ、薬局内で共

有しておくことは有用である。 

・一般用医薬品等の購入に関する相談を受けた際は、添付文書を確認すると

ともに、患者の現病歴や服用中の薬剤を正確に把握し、適切な判断を行う

ことが重要である。 

 

 

 

○日薬ニュース 
【第３１１号】 
 ・政府、骨太方針２０２５等を閣議決定 

 ・こども家庭庁「こどもの悩みを受け止める場」に関する意見交換会出席 

 ・第５８回日本学術大会（京都大会）の事前参加登録の締切迫る 

  ランチョンセミナーは残りわずか！ 

 ・ミャンマー大地震義援金の募集結果について 

 ・【重要】「日薬雑誌アプリ」をご活用ください 

 ・【重要】日薬雑誌１０月号～、郵送希望申込を受付中！ 

 

【号外】 令和７年７月１８日（金） 

 ・日薬雑誌アプリをご活用ください 
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